
パ
レ
ー
ド
に
ぴ
っ
た
り
な
青
空

の
下
、
県
庁
噴
水
広
場
に
県
下
の

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
の
生
徒
達

が
集
ま
っ
た
。

ま
ず
は
、
甲
斐
清
和
高
校
の
チ

ア
部
の
植
木
桃
華
さ
ん
、
佐
藤
友

樹
さ
ん

長
田
七
海
さ
ん
に
取
材

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
意
気
込
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
植
）
今
ま
で
引
き
継
が
れ
て
き

た
伝
統
な
の
で
、
転
ば
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
た
い
で
す
。

（
佐
）
み
ん
な
で
団
結
し
て
、
振

り
を
合
わ
せ
て
い
け
た
ら
な
と
思

い
ま
す
。

◇
部
の
中
で
共
通
の
目
標
は
あ
り

ま
す
か
？
（
長
）
技
術
ど
う
こ
う

よ
り
も
、
一
番
目
立
と
う
と
頑
張

る
こ
と
で
す
。
目
立
つ
こ
と
で
知

名
度
が
上
が
っ
て
、
こ
の
高
校
で

チ
ア
部
を
し
た
い
と
思
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

続
い
て
、
白
根
高
校
の
森
本
芽

実
さ
ん
、
塚
原
彩
葉
さ
ん
、
志
村

澪
さ
ん
、
金
丸
あ
ら
れ
さ
ん
で
す
。

◇
ど
ん
な
風
に
練
習
を
行
っ
て
い
ま

し
た
か
？
笑
顔
で
や
る
こ
と
で
す
！

学
年
関
係
な
く
、
「
笑
お
う
ね
〜
」

と
声
を
か
け
合
っ
た
り
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
た
り
し
て
、
良
い
雰
囲

気
で
練
習
を
し
よ
う
と
心
が
け
て

い
ま
す
。

◇
今
ま
で
チ
ア
部
で
よ
か
っ
た
と

思
う
瞬
間
は
あ
り
ま
す
か
？
こ
の

前
の
大
会
で
目
標
と
し
て
い
た
２

位
に
な
れ
た
こ
と
が
一
番
や
っ
て

て
良
か
っ
た
と
思
う
瞬
間
で
し
た
。

次
は
、
東
海
大
甲
府
高
校
の
深

澤
百
結
さ
ん
に
取
材
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

◇
意
気
込
み
は
？
去
年
に
引
き
続

き
今
年
も
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
出
来
た
の
で
、
吹
部
の
曲
と
合

わ
せ
て
、
他
校
の
チ
ア
部
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
盛
り
上
げ
ら
れ
た
ら
、

と
思
い
ま
す
。

◇
ど
ん
な
練
習
を
さ
れ
て
き
ま
し

た
か
？
本
番
の
よ
う
に
並
ん
で
吹

部
と
合
わ
せ
、
振
り
の
練
習
や
、

声
出
し
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

続
い
て
は
、
山
梨
学
院
の
浅
尾

風
樺
さ
ん
で
す
。

◇
意
気
込
み
は
？
見
て
い
る
人
、

全
員
を
笑
顔
に
で
き
る
よ
う
に
、

踊
り
た
い
で
す
。

◇
自
分
の
部
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン

ト
は
？
常
に
仲
良
く
て
、
明
る
い

と
こ
ろ
で
す
。

◇
チ
ア
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
ま
ず
、
応

援
に
行
け
る
こ
と
、
そ
し
て
学
年

関
係
な
く
繋
が
り
を
も
て
る
こ
と

で
す
。
み
ん
な
で
仲
良
く
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
！

最
後
に
、
取
材
を
受
け
て
く
れ

た
の
は
甲
府
商
業
高
校
で
す
。

◇
意
気
込
み
は
？
私
た
ち
は
、
今

年
初
め
て
出
場
す
る
の
で
、
楽
し

く
踊
る
こ
と
を
意
識
し
ま
す
。
３

年
ぶ
り
の
開
催
な
の
で
、
他
校
の

皆
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
、
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
！

（
都
）

山梨高文連新聞専門部 令和５年１２月１９日

の
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
た
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
の
生
徒
は

「
み
ん
な
で
練
習
の
成
果
が
出

せ
て
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
出
来

た
の
で
本
当
に
良
か
っ
た
」
と

語
っ
た
。
紅
葉
が
映
え
る
甲
府

市
中
心
部
を
さ
ら
に
彩
る
パ
レ
ー

ド
と
な
っ
た
。

芸
文
祭
の
幕
開
け
と
共
に
華
々

し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
パ
レ
ー

ド
で
は
、
多
く
の
生
徒
の
活
躍

が
見
ら
れ
た
。
参
加
し
た
数
名

に
、
芸
文
祭
に
向
け
た
想
い
や

パ
レ
ー
ド
を
終
え
た
感
想
に
つ

い
て
話
を
聞
い
た
。

Ｑ
、
パ
レ
ー
ド
を
終
え
た
感
想

を
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

「
地
元
の
店
の
人
や
道
を
歩
い

て
い
る
人
が
立
ち
止
ま
っ
て
パ

レ
ー
ド
を
見
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ

た
」
（
前
列
プ
ラ
カ
ー
ド
所
持

者
）

「
重
い
楽
器
を
持
っ
て
歩
く
の

は
大
変
だ
っ
た
が
、
そ
の
分
商

店
街
の
方
々
に
良
い
演
奏
を
届

け
ら
れ
て
達
成
感
が
あ
っ
た
」

（
日
川
高
校
）

Ｑ
，
今
年
の
芸
文
祭
パ
レ
ー
ド

を
終
え
て
成
長
し
た
と
感
じ
る

点
や
こ
れ
か
ら
に
向
け
た
意
気

込
み
な
ど
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。

「
３
年
の
先
輩
が
卒
業
し
、
新

体
制
に
な
っ
た
た
め
不
安
も
あ
っ

た
が
、
部
員
が
互
い
に
支
え
合

い
、
演
奏
面
の
み
で
な
く
結
束

力
を
高
め
ら
れ
た
点
」
（
甲
府

城
西
高
校
吹
奏
楽
部
・
部
長
）

「
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
な
る
技
術

の
向
上
を
目
指
し
、
も
っ
と
た

く
さ
ん
の
人
に
自
分
た
ち
の
良

い
演
奏
を
届
け
た
い
」
（
甲
府

第
一
高
校
）

（
一
）

山梨県高等学校

文化連盟新聞専門部

・甲府西高校新聞部

・甲府第一高校新聞部

・韮崎工業高校新聞委員会

・都留高新聞同好会

山
梨
県
高
等
学
校
芸
術
文
化
祭
が
開
幕

☆司会山梨学院高校２年放送部 星野奈々さん

Ｑ、芸文祭当

日を迎えて今

の気持ちを教

えてください。

―いろいろな

学校が集まっ

ているこのイ

ベントで司会

をすることが

できてとてもうれしい反面とても緊張しています。

Ｑ、芸文祭に向けてどのような準備をしてきたか

教えてください。

―各高校のすべての人が楽しめるように、そして

安心してパレードに参加できるように放課後練習

をしてきました。

Ｑ、普段どんな活動をしているか教えてください。

ー学校の行事で司会をしたり、体育祭で実況をし

たりしています。大会に出る場合はアナウンス部

門なら自分で話す記事を考えて、考えた記事をも

とに練習しています

☆高文連理事長秋山すみ江さん

Ｑ、昨年から新型コロナウイルスの感染状況も変

わり、今年は通常に近い開催となったと思うので

すが、昨年と違うと感じる点はどこですか？

ー保護者や一般の方々にも見ていただける機会が

すごい増えたなと思います。それによって、演奏

や演技をする生徒たちの表情も全然違うなとすご

く感じます。

Ｑ、芸文祭で楽しみにしていることはなんですか？

ー生徒が精一杯演奏したり、活躍したりする姿や

舞台の上で思いっきりはじける笑顔を見られれば

と思っています。 （都）

11
月
９
日
に「
芸
術
の
樹
よ
、
森
と
な
れ
」の
テ
ー
マ
の
も
と
第
44
回
山

梨
県
高
等
学
校
芸
術
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
５
類
に
移
行
さ
れ
、
パ
レ
ー
ド
と
グ
ラ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
の
内
容
が
コ
ロ

ナ
禍
以
前
に
戻
さ
れ
た
。
午
前
中
は
甲
府
の
中
心
部
を
パ
レ
ー
ド
し
、

午
後
は
会
場
を
Ｙ
Ｃ
Ｃ
県
民
文
化
ホ
ー
ル
に
移
し
、
グ
ラ
ン
ド
ス
テ
ー

ジ
が
行
わ
れ
た
。
県
内
各
高
校
の
文
化
部
に
所
属
す
る
生
徒
が
日
頃

の
成
果
を
披
露
す
る
大
き
な
祭
典
と
な
っ
た
。

声・アラカルト

出
発
式
で
は
、
実
行
委
員
会

会
長
や
生
徒
代
表
の
富
士
北
稜

高
校
安
田
ゆ
ら
さ
ん
が
祭
典
を

祝
う
挨
拶
を
行
っ
た
。
パ
レ
ー

ド
は
最
終
地
点
で
あ
る
立
正
佼

成
会
を
目
指
し
、
各
専
門
部
の

プ
ラ
カ
ー
ド
を
先
頭
に
選
抜
さ

れ
た
数
高
か
ら
な
る
吹
奏
楽
部

の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
、
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
、
バ
ト
ン
ト

ワ
リ
ン
グ
部
と
続
い
た
。
華
や

か
な
ダ
ン
ス
と
軽
や
か
な
音
色

を
奏
で
な
が
ら
甲
府
市
中
心
部

を
行
進
し
、
街
中
に
は
高
校
生

を
見
守
る
保
護
者
や
地
域
の
方

が
大
勢
集
ま
っ
た
。
地
域
の
方

か
ら
は
「
初
め
て
見
に
来
た
が
、

高
校
生
ら
し
い
生
き
生
き
と
し

た
若
い
力
が
集
ま
り
表
現
し
合
っ

て
い
て
素
敵
な
も
の
だ
と
感
じ

た
」
、
ま
た
、
吹
奏
楽
部
に
所

属
す
る
生
徒
の
保
護
者
か
ら
は

「
他
校
の
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
演
奏
す
る
機
会
は
貴

重
な
の
で
、
こ
の
パ
レ
ー
ド
で

聞
け
て
良
か
っ
た
」
な
ど
と
、

声
援
と
拍
手
が
送
ら
れ
た
。
最

終
地
点
に
集
ま
り
、
最
後
に
全

員
で
演
奏
・
ダ
ン
ス
を
し
、
パ

レ
ー
ド
を
締
め
く
く
っ
た
。
こ

吹
奏
楽
部
も
力
強
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

最後まで笑顔でパフォーマンスを繰り広げてくれたチアリーディングのみなさん

テーマは甲府工業高校１年望月春馬さん

揮毫は 甲府西高校 ２年神野太洋さん

の作品



文
化
部
の
晴
れ
舞
台
で
あ

る
芸
術
文
化
祭
（
以
下
芸
文

祭
）
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
5
類
に
移
行
さ

れ
、
4
年
ぶ
り
に
コ
ロ
ナ
前

の
県
内
高
校
生
の
活
気
あ
ふ

れ
る
大
会
と
な
っ
た
。

開
会
行
事
と
し
て
「
パ
レ
ー

ド
」
と
「
グ
ラ
ン
ド
ス
テ
ー

ジ
」
が
あ
り
、
午
前
の
パ
レ
ー

ド
で
は
、
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
や
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
な

ど
、
多
く
の
生
徒
が
参
加
し

甲
府
市
の
平
和
通
り
を
美
し

い
音
色
と
と
も
に
行
進
し
た
。

午
後
の
グ
ラ
ン
ド
ス
テ
ー

ジ
第
１
部
は
合
同
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
に
よ
る
演
奏
で
開
幕
し
、

主
催
者
挨
拶
、
来
賓
祝
辞
、

激
励
の
言
葉
、
生
徒
代
表
挨

拶
、
表
彰
が
行
わ
れ
、
開
会

宣
言
の
後
、
合
唱
専
門
部
に

よ
る
合
同
合
唱
が
行
わ
れ
た
。

宣
言
は
、
参
加
校
の
校
旗
、

専
門
部
の
紹
介
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
甲
府
西
高
校
の
生

徒
会
長
曽
根
健
志
郎
さ
ん
に

よ
る
「
大
き
な
制
約
の
中
で

文
化
・
芸
術
に
向
き
合
っ
て

き
た
皆
さ
ん
へ
敬
意
を
表
す

る
と
と
も
に
、
文
化
・
芸
術

活
動
に
青
春
を
注
ぐ
皆
さ
ん

が
縦
横
無
尽
に
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と
い

う
宣
言
と
と
も
に
芸
文
祭
は

開
会
さ
れ
た
。

合
同
合
唱
で
は
『
甲
斐
の

く
に
賛
歌
』
よ
り
「
甲
斐
は

故
郷
」
が
披
露
さ
れ
、
山
梨

県
高
文
連
賛
歌
「
明
日
を
み

つ
め
て
」
を
会
場
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
歌
唱
し
た
。
「
明

日
を
み
つ
め
て
」
で
は
、
身

延
山
高
校
手
話
部
が
舞
台
に

立
ち
、
観
客
全
員
が
手
話
に

参
加
し
、
大
き
な
一
体
感
に

ホ
ー
ル
が
包
ま
れ
た
。

第
２
部
で
は
、
演
劇
専
門

部
に
よ
る
演
劇
の
発
表
、
新

聞
専
門
部
に
よ
る
ス
ク
リ
ー

ン
を
使
っ
て
の
活
動
報
告
、

吹
奏
楽
専
門
部
に
よ
る
演
奏

が
行
わ
れ
た
。

芸
文
祭
後
、
開
会
宣
言
を

行
っ
た
曽
根
健
志
郎
さ
ん
は

「
今
ま
で
制
限
さ
れ
て
い
た

と
は
思
え
な
い
ほ
ど
素
晴
ら

し
い
作
品
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
芸

術
へ
の
、
そ
し
て
皆
さ
ん
の

努
力
へ
の
感
動
が
溢
れ
て
止

ま
な
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

今
回
の
芸
文
祭
は
コ
ロ
ナ

禍
を
乗
り
越
え
、
努
力
を
惜

し
ま
ず
続
け
て
き
た
県
内
の

す
べ
て
の
部
の
晴
れ
舞
台
に

ふ
さ
わ
し
い
、
素
晴
ら
し
い

大
会
と
な
っ
た
。

山梨県高文連新聞専門部 令和５年１２月１９日

第４４回県高校芸術文化祭

第
44
回
山
梨
県
高
等
学
校
芸
術
文
化
祭
が
11
月
9
日
、
「
芸
術
の
樹
よ
、
森
と
な
れ
」
の

テ
ー
マ
の
も
と
、
開
催
さ
れ
た
。
本
年
度
は
25
部
門
に
わ
た
る
様
々
な
発
表
、
展
示
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。

午
前
中
に
パ
レ
ー
ド
、
午
後
は
グ
ラ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
が
行
わ
れ
、
午
前
中
に
開
催
さ
れ
た

パ
レ
ー
ド
で
は
噴
水
広
場
か
ら
立
正
佼
成
会
ま
で
、
甲
府
の
町
を
6
つ
の
高
校
が
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
を
披
露
し
な
が
ら
行
進
し
た
。
グ
ラ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
第
一
部
に
式
典
、
第
二

部
に
は
、
演
劇
専
門
部
に
よ
る
演
劇
の
発
表
、
新
聞
専
門
部
に
よ
る
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
て

の
活
動
報
告
、
吹
奏
楽
専
門
部
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
た
。

合唱専門部による合同合唱の様子（グランドステージにて）

グ
ラ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
第
２

部
交
流
ス
テ
ー
ジ
で
演
劇
専

門
部
が
活
動
紹
介
を
行
っ
た
。

演
劇
専
門
部
は
公
立
・
私

立
合
わ
せ
て
16
校
が
所
属
し

て
い
て
、
今
回
の
ス
テ
ー
ジ

発
表
で
は
身
延
高
校
と
甲
斐

清
和
高
校
の
合
同
チ
ー
ム
を

編
成
し
、
２
つ
に
分
か
れ
て

発
表
。
劇
は
教
室
に
転
校
生

が
来
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー

で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
演
出

と
設
定
が
異
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
全
く
違
う
内
容
と
な
っ
て

い
た
。

身
延
高
校
は
部
員
が
８
人
、

週
に
５
日
か
ら
６
日
、
３
時

間
、
土
日
は
４
時
間
活
動
し

て
い
る
。
普
段
は
ス
ト
レ
ッ

チ
、
発
声
な
ど
、
基
礎
練
習

を
行
っ
て
い
る
。
大
会
が
近

く
な
る
と
演
目
の
練
習
を
行
っ

て
い
る
。

甲
斐
清
和
高
校
は
部
員
が

16
人
、
週
３
日
、
３
時
間
練

習
、
大
会
が
近
い
と
４
時
間

練
習
を
行
っ
て
い
る
。
練
習

内
容
は
基
礎
練
習
、
ダ
ン
ス
、

即
興
劇
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

演
じ
る
上
で
気
を
つ
け
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
身
延

高
校
の
依
田
麻
唯
さ
ん
（
３

年
）
は
「
お
客
さ
ん
に
伝
わ

る
よ
う
な
演
技
を
心
が
け
る
」

と
、
甲
斐
清
和
高
校
の
小
野

瑠
花
さ
ん
（
１
年
）
は
「
自

分
と
役
を
区
別
し
て
、
演
じ

た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

転校生が教室にやってきたシーン

グ
ラ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
第
２

部
交
流
ス
テ
ー
ジ
で
吹
奏
楽

専
門
部
が
活
動
紹
介
を
行
っ

た
。
専
門
部
を
代
表
し
て
、

10
月
30
日
に
行
わ
れ
た
発
表

会
で
芸
術
文
化
祭
賞
に
選
ば

れ
た
韮
崎
高
校
吹
奏
楽
部
と

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
甲
府
第

一
高
校
吹
奏
楽
部
が
演
奏
を

披
露
し
た
（
＝
写
真
）
。

甲
府
第
一
高
校
は
芸
文
祭

で
発
表
し
た
曲
「
春
の
猟
犬
」

と
Ａ
ｄ
ｏ
の
「
新
時
代
」
を

芸
文
祭
パ
レ
ー
ド
、
グ
ラ

ン
ド
ス
テ
ー
ジ
が
行
わ
れ
た

同
日
Ｙ
Ｃ
Ｃ
県
民
文
化
ホ
ー

ル
に
て
新
聞
専
門
部
交
流
会

が
行
わ
れ
た
。

各
高
校
の
顧
問
の
先
生
や

代
表
生
徒
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
新
聞
で
こ
だ
わ
っ
て
い

る
見
出
し
や
連
載
記
事
に
つ

い
て
紹
介
が
さ
れ
た
。
こ
だ

わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
様
々

で
新
聞
を
比
べ
て
み
る
と
そ

の
違
い
が
雰
囲
気
に
あ
ら
わ

れ
て
い
た
。
交
流
会
後
、
各

校
が
一
年
間
の
う
ち
に
作
っ

た
新
聞
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の

も
の
を
ホ
ー
ル
前
ホ
ワ
イ
エ

演
奏
し
た
。
韮
崎
高
校
は
芸

文
祭
で
発
表
し
た
曲
「
交
響

的
譚
詩
～
吹
奏
楽
の
た
め
の
」

と
「
銀
河
鉄
道
９
９
９
」

「
宝
島
」
を
演
奏
。
「
銀
河

鉄
道
９
９
９
」
の
演
奏
が
始

ま
っ
た
途
端
、
客
席
よ
り
大

き
な
手
拍
子
が
沸
き
上
が
り
、

舞
台
と
客
席
が
一
体
と
な
り

盛
り
上
が
っ
た
。

甲
府
第
一
高
校
の
水
上
奏

汰
部
長
は
、
演
奏
前
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
「
演
奏
す
る
自

分
た
ち
と
お
客
さ
ん
が
楽
し

め
る
ス
テ
ー
ジ
に
し
た
い
。

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

富
士
学
苑
高
校
茶
道
部
が

Ｙ
Ｃ
Ｃ
県
民
文
化
ホ
ー
ル
ホ

ワ
イ
エ
で
呈
茶
席
を
設
け
た

（
＝
写
真
）
。

呈
茶
席
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

こ
こ
数
年
中
止
さ
れ
て
い
て
、

４
年
ぶ
り
に
グ
ラ
ン
ド
ス
テ
ー

ジ
で
行
わ
れ
、
グ
ラ
ン
ド
ス

テ
ー
ジ
に
参
加
し
た
県
内
の

校
長
先
生
、
高
校
生
に
振
舞

わ
れ
、
多
く
の
人
に
喜
ば
れ

て
い
た
。

富
士
学
苑
高
校
は
３
年
生

が
４
人
、
２
年
生
が
８
人
、

１
年
生
が
５
人
、
中
学
生
が

１
人
の
計
18
人
で
活
動
し
て

お
り
、
流
派
は
裏
千
家
、
週

に
２
回
、
火
曜
日
と
金
曜
日

に
１
時
間
か
ら
２
時
間
、
活

動
し
て
い
る
。

３
年
部
長
の
小
俣
わ
か
な

さ
ん
は
、
お
茶
会
の
感
想
を

「
忙
し
か
っ
た
が
、
お
茶
が

美
味
し
い
と
言
っ
て
く
れ
た

の
で
嬉
し
か
っ
た
。
お
茶
な

ど
、
基
礎
的
な
作
法
を
こ
れ

か
ら
、
や
っ
て
い
き
た
い
。

不
安
な
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、

良
い
経
験
に
な
っ
た
」
と
振

り
返
っ
た
。

呈
茶
席
に
参
加
し
た
、
山

梨
高
校
の
藏
重
心
音
さ
ん
、

平
塚
里
菜
さ
ん
（
と
も
に
１

年
）
は
「
緊
張
し
た
け
れ
ど

楽
し
か
っ
た
し
、
美
味
し
か
っ

た
」
と
感
想
を
語
っ
て
く
れ

た
。

に
展
示
し
、
参
考
に
し
た
い

箇
所
や
改
善
点
な
ど
を
付
箋

に
書
き
出
し
て
交
換
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
校
風
や
ポ
リ
シ
ー
、

成
果
が
大
い
に
感
じ
ら
れ
る

も
の
で
あ
っ
た
。

今
年
は
、
グ
ラ
ン
ド
ス
テ
ー

ジ
第
２
部
で
新
聞
部
の
活
動

報
告
も
行
い
、
多
く
の
人
へ

届
け
ら
れ
る
機
会
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
得
た
収
穫
を
各
高
校

に
持
ち
帰
り
、
さ
ら
に
良
い

新
聞
へ
と
し
て
い
き
た
い
。


